
資料　レコードのフォーマット(項目名頭部に「＊」があるものは任意項目。他は必須項目)

（１）  振込入金明細

①ヘッダー･レコード

No 項目名 桁数 内容

1 データ区分 N(1) ・レコード種類を表します。

・1…ヘッダー･レコード

2 種別コード N(2) ・業務種別を表します。

･01…振込入金通知

3 コード区分 N(1) ･使用コード区分を表します。

･0…ＪＩＳ

・1…ＥＢＣＤＩＣ

4 作成日 N(6) ・データ作成日を表します。

YY MM DD

日

月

年（和暦）

5 勘定日(自) N(6) ・勘定日の期間を表します。

YYMMDD YYMMDD

6 勘定日(至) N(6) 勘定日（至）

勘定日（自）

ただし、営業日単位で通知する場合は（自）（至）を

同一年月日とします。

7 銀行コード N(4) ・取引銀行コードを表します。

××××

銀行コード（統一金融機関コード）

8 銀行名 C(15) ・取引銀行名…左詰め、残りスペース

9 支店コード N(3) ・取引支店コードを表します。

×××

支店コード（統一店番号）

10 支店名 C(15) ・取引支店名…左詰め、残りスペース

11 預金種目 N(1) ・預金種目を表します。

・1…普通預金 ・4…貯蓄預金

・2…当座預金

12 口座番号 N(7) ・取引口座番号を表します。

××××××× 右詰め、残り前｢0｣

口座番号

13 口座名 C(40) ・口座名…左詰め、残りスペース

14 ダミー C(93) ・ダミー・エリア（スペース）
（200）
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②データ･レコード
　金額が10桁以下の場合はフォーマットＡ、11桁以上の場合はフォーマットＢとなります。
　なお、当行は金額が11桁以上になった明細のみフォーマットＢになるため、データレコードの中に
　フォーマットＡとフォーマットＢが混在することがあります。

（フォーマットＡ）
Ｎｏ 項目名 桁数 内容

1 データ区分 N(1) ・レコード種類を表します。

・2…データ･レコード

2 ＊照会番号 N(6) ・銀行が採番した照会用番号…右詰め、残り前｢0｣

3 勘定日 N(6) ・勘定日を表します。

YY  MM  DD
日
月
年（和暦）

4 起算日 N(6) ･入金の起算日を表します。

YY  MM  DD

日
月
年（和暦）

通常は勘定日と同日ですが、その場合には勘定日と

同一年月日を記録します。

5 金額 N(10) ・入金額…右詰め、残り前｢0｣

6 うち他店券金額 N(10) ・入金額中の他店券金額…右詰め、残り前｢0｣

7 ＊振込依頼人コード N(10) ・仕向銀行からの為替通知に付された振込依頼人の

 識別コードを記録します。(セットがない場合はスペース)

×××××××××× 右詰め、残り前｢0｣

振込依頼人コード
8 振込依頼人名※ C(48) ・振込依頼人名…左詰め、残りスペース

9 ＊仕向銀行名 C(15) ・仕向銀行名…左詰め、残りスペース

10 ＊仕向店名 C(15) ・仕向店名…左詰め、残りスペース

11 ＊取消区分 N(1) ・振込入金通知を取消す場合に使用します。

・1…取消 スペース…正常

12 ＊EDI情報 C(20) ・仕向銀行からの為替通知に記載されたEDI情報を

　記録します。…左詰め、残りスペース

13 ダミー C(52) ・ダミー・エリア（スペース）
（200）

（フォーマットＢ）
Ｎｏ 項目名 桁数 内容

1 データ区分 N(1) ・レコード種類を表します。
・2…データ･レコード

2 ＊照会番号 N(6) ・銀行が採番した照会用番号…右詰め、残り前｢0｣
3 勘定日 N(6) ・勘定日を表します。

YY  MM  DD
日
月
年（和暦）

4 起算日 N(6) ･入金の起算日を表します。
YY  MM  DD

日
月
年（和暦）

通常は勘定日と同日ですが、その場合には勘定日と
同一年月日を記録します。
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Ｎｏ 項目名 桁数 内容
5 金額(1) N(10) ・入金額（振込入金金額が10桁以内の場合）

　…右詰め、残り前｢0｣
　　 振込入金金額が11桁以上の場合は「0」

6 うち他店券金額(1) N(10) ・入金額中の他店券金額（振込入金金額が10桁以内の場合）
　…右詰め、残り前｢0｣
　   振込入金金額が11桁以上の場合は「0」

7 ＊振込依頼人コード N(10) ・仕向銀行からの為替通知に付された振込依頼人の
 識別コードを記録します。(セットがない場合はスペース)
×××××××××× 右詰め、残り前｢0｣

振込依頼人コード

8 振込依頼人名※ C(48) ・振込依頼人名…左詰め、残りスペース
9 ＊仕向銀行名 C(15) ・仕向銀行名…左詰め、残りスペース

10 ＊仕向店名 C(15) ・仕向店名…左詰め、残りスペース
11 ＊取消区分 N(1) ・振込入金通知を取消す場合に使用します。

・1…取消 スペース…正常
12 金額(2) N(12) ・入金額（振込入金金額が11桁以上の場合）

13 うち他店券金額(2) N(12) ・入金額中の他店券金額（振込入金金額が11桁以上の場合）
　…右詰め、残り前｢0｣
   　振込入金金額が10桁以内の場合は「0」

14 ＊EDI情報 C(20) ・仕向銀行からの為替通知に記載されたEDI情報を
　記録します。…左詰め、残りスペース

15 ダミー C(28) ・ダミー・エリア（スペース）
（200）

※ 振込依頼人名の頭部に数字がセットされていた場合、数字のみ10桁までを
振込依頼人コード欄へ移送するのが当行の標準仕様です。

③ トレーラ･レコード

Ｎｏ 項目名 桁数 内容

1 データ区分 N(1) ・レコード種類を表します。

・8…トレーラ･レコード

2 振込合計件数 N(6) ･振込入金合計件数を表します。

×××××× …右詰め、残り前「0」

合計件数

3 振込合計金額 N(12) ・振込入金合計金額…右詰め、残り前「0」

4 ＊取消合計件数 N(6) ・振込入金取消の合計件数を表します。

×××××× …右詰め、残り前「0」

合計件数

5 ＊取消合計金額 N(12) ･振込入金取消の合計金額…右詰め、残り前「0」

6 ダミー C(163) ・ダミー・エリア（スペース）

（200）

④ エンド･レコード

Ｎｏ 項目名 桁数 内容

1 データ区分 N(1) ・レコード種類を表します。

・9…エンド･レコード

2 ダミー C(199) ・ダミー・エリア（スペース）
（200）

⑤ご注意点
●　ダミー・エリア（スペース）は、当行で任意に利用する場合があります。

　…右詰め、残り前｢0｣
　 　振込入金金額が10桁以内の場合は「0」

3


